
 

大
横
川
は
業
平
橋
の
北
80
ｍ
で

源
森
川
に
連
な
り
、
南
は
竪
川
と
交

差
し
、
さ
ら
に
江
東
区
内
を
流
れ
、

横
十
間
川
と
合
流
し
て
い
ま
し
た
。 

 

し
か
し
、
現
在
、
墨
田
区
内
の
北

十
間
川
の
合
流
地
点
か
ら
竪
川
ま
で

の
区
域
は
、
大
横
川
親
水
公
園
と
し

て
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

さ
て
、
こ
の
川
に
架
か
る
橋
は
、

区
内
だ
け
で
も
12
に
及
び
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

そ
の
一
番
北
に
は
業
平
橋
が
あ
り
ま

す
が
、
そ
の
名
称
の
由
来
に
つ
い
て

は
、
昌
平
坂
学
問
所
地
理
局
に
よ
っ

て
文
化
７
年
（
１
８
１
０
）
に
起
稿

さ
れ
、
天
保
元
年
（
１
８
３
０
）
に

完
成
し
た
「
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
」

に
、次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
ま
す
。 

 

「
業
平
橋
横
川
に
架
す
、
長
七
間

幅
二
間
の
板
橋
な
り
寛
文
二
年
（
１

６
６
２
）
伊
奈
半
十
郎
奉
行
し
て
掛

渡
せ
り
、
業
平
天
神
の
社
辺
な
る
を

以
て
其
名
と
す
、」 

 

業
平
天
神
は
明
治
初
め
ま
で
在
原

天
神
と
も
呼
ば
れ
、
在
原
業
平
の
霊

が
祀
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
今
は
あ

り
ま
せ
ん
。 

 

業
平
橋
か
ら
南
へ
、
平
川
橋
、
横

川
橋
、
紅
葉
橋
が
あ
り
ま
す
が
、
い

ず
れ
も
大
正
末
期
か
ら
昭
和
に
か
け

て
架
橋
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
橋
の
名

は
地
名
に
ち
な
ん
で
い
ま
す
。 

紅
葉
橋
は
、
昔
こ
の
あ
た
り
に
紅

葉
川
と
い
う
小
さ
な
流
れ
が
あ
っ
た

こ
と
か
ら
、
こ
の
名
が
付
け
ら
れ
た

の
で
し
ょ
う
。 

 

紅
葉
橋
の
南
に
あ
り
、
万
治
２
年

（
１
６
５
９
）
に
架
橋
さ
れ
た
法
恩

寺
橋
は
、
近
く
に
あ
る
法
恩
寺
に
ち

な
ん
だ
名
称
で
す
。
こ
の
寺
は
太
田

道
灌
の
供
養
墓
が
あ
る
こ
と
で
知
ら

れ
る
古
刹

こ
さ
つ

で
、
初
め
は
江
戸
平
河
町

（
現 

麹
町
）
に
あ
り
、
江
戸
の
辰
巳

（
南
東
）に
位
置
す
る
と
こ
ろ
か
ら
、

鬼
門
除
け
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
本

所
に
移
っ
て
き
た
の
は
元
禄
元
年

（
１
６
８
８
）
の
こ
と
で
す
か
ら
、

法
恩
寺
橋
も
当
初
は
別
の
名
称
が
つ

け
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
定

か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

法
恩
寺
橋
の
南
に
あ
る
清
平
橋
は

昭
和
４
年
の
架
橋
で
、
清
水
町
（
現 

亀
沢
四
丁
目
の
一
部
）
と
太
平
一
丁

目
と
を
結
ぶ
と
こ
ろ
か
ら
、
こ
の
橋

名
が
生
ま
れ
た
よ
う
で
す
。 

 

清
平
橋
の
南
に
、寛
政
２
年(

１
７

９
０
）
に
架
け
ら
れ
た
長
崎
橋
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
橋
の
西
詰
に
長
崎
町

（
現 

亀
沢
四
丁
目
の
一
部
）が
あ
り
、

東
詰
に
津
軽
稲
荷
社
―
津
軽
侯
の
屋

敷
神
が
今
も
町
の
有
志
に
護
ら
れ
て

鎮
座
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
長
崎
橋

は
文
久
３
年(

１
８
６
３
）の
絵
図
で

は
、
北
中
之
橋
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

明
治
31
年
に
京
葉
道
路
に
架
け

ら
れ
た
江
東
橋
は
比
較
的
新
し
い
橋

で
す
が
、国
道
に
架
か
る
橋
ら
し
く
、

幅
員
は
27
ｍ
で
す
。
こ
の
橋
の
西
詰

は
本
所
区
入
江
町
、
東
詰
は
柳
原
一

丁
目
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
橋
の

東
に
あ
る
都
立
両
国
高
校
は
、
戦
前

は
東
京
府
立
第
三
中
学
校
と
呼
ば
れ

た
名
門
校
で
、
墨
田
区
ゆ
か
り
の
作

家
で
あ
る
芥
川
龍
之
介
や
堀
辰
雄
も

学
ん
で
い
ま
す
。 

 

江
戸
時
代
に
は
、
江
東
橋
と
撞
木

し
ゅ
も
く

橋
跡
の
中
間
の
東
岸
、
今
の
緑
四
丁

目
に
あ
る
五
柱
稲
荷
あ
た
り
に
、「
時

鐘
屋
敷
」
が
あ
り
ま
し
た
が
、
現
在

は
跡
形
も
あ
り
ま
せ
ん
。
本
所
開
拓

の
時
、
あ
る
い
は
日
光
霊
廟
建
築
用

木
材
調
整
作
業
が
行
わ
れ
た
時
に
つ

く
ら
れ
、
働
く
人
々
に
一
定
の
時
刻

に
鐘
を
鳴
ら
し
て
、
時
を
知
ら
せ
ま

し
た
。 

 

江
東
橋
の
南
に
あ
り
、
万
治
２
年

（
１
６
５
９
）
に
架
け
ら
れ
た
北
横

堀
之
橋
と
南
横
堀
之
橋
は
、
後
に
北

辻
橋
、
南
辻
橋
と
、
そ
れ
ぞ
れ
橋
の

名
を
改
め
ま
し
た
。 

 

竪
川
に
架
か
る
新
辻
橋
と
、
大
横

川
に
架
か
る
北
辻
橋
及
び
南
辻
橋
と

を
合
わ
せ
て
、
俗
に
撞
木
橋
と
呼
ば

れ
て
い
た
時
代
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

ら
の
橋
の
位
置
関
係
が
鉦か

ね

を
た
た

く
撞
木(

Ｔ
字
形
）の
形
に
似
て
い
る

か
ら
で
し
ょ
う
。
な
お
現
在
は
北
辻

橋
が
撞
木
橋
跡
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。 

 

大
横
川
が
江
東
区
に
入
る
手
前
に
、

菊
柳
橋
と
菊
川
橋
が
あ
り
ま
す
。 

菊
柳
橋
は
昭
和
５
年
の
架
橋
で
、

菊
川
三
丁
目
（
現 

江
東
橋
五
丁
目
）

と
柳
原
町
三
丁
目（
現 

江
東
橋
五
丁

目
）
と
を
結
ん
で
い
る
の
で
、
こ
の

よ
う
な
ゆ
か
し
い
橋
名
と
な
っ
た
の

で
し
ょ
う
。 

区
内
で
一
番
南
に
あ
り
、
元
禄
１

５
年(

１
７
０
２)

に
本
所
奉
行
の 

鈴
木
平
九
郎
と
松
平
伝
兵
衛
が
架
橋

し
た
菊
川
橋
も
、
近
く
に
あ
っ
た
菊

川
の
地
名
を
と
っ
て
、
名
づ
け
ら
れ

ま
し
た
。
初
め
は
間
之
橋
と
呼
ば
れ

て
い
ま
し
た
が
、享
保
５
年(

１
７
２

０
）
に
改
架
さ
れ
た
際
に
、
現
在
の

名
称
と
な
り
ま
し
た
。 

 

参
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「
橋
は
か
た
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田
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育
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和
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３
月
） 

 

大
横
川
親
水
公
園 

 

発行：墨田区教育委員会（生涯学習課） 
〒130-8640 墨田区吾妻橋一丁目23番20号  
03-5608-6309 FAX 03-5608-6411 syougaigakus@city.sumida.lg.jp 


